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訪日客を呼ぶヒント❶

活かされているポイント
文化･風土を活かす

人材育成
特産物を活かす

海外との交流

国際的な食の
フィールドスタディへ

❶特産物を活かす 1

地元に伝わる食文化や歴史を整理し
奥深い食の体験を提供する

ひ
と
つ
は
、
信
仰
の
な
か
か
ら
生
ま
れ
た
食
文
化

で
あ
る
こ
と
。
羽
黒
山
、
月
山
、
湯
殿
山
か
ら
な
る

出
羽
三
山
は
、
古
来
、
山
伏
が
駆
け
る
修
験
道
の
地

で
、
庄
内
に
は
、
自
然
と
人
間
の
深
い
関
わ
り
か
ら

育
ま
れ
た
食
文
化
が
息
づ
い
て
い
ま
す
。

２
つ
め
は
、
庄
内
藩
主
、
酒
井
氏
の
も
と
で
育
ま

れ
た「
農
」
へ
の
敬
意
。
３
つ
め
は
、
国
の
重
要
無

形
民
俗
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る「
黒
川
能
」

に
代
表
さ
れ
る
行
事
の
際
の
食・
郷
土
料
理
が
継
承

さ
れ
て
い
る
こ
と
。
そ
し
て
４
つ
め
は
、
50
種
類
以

上
が
継
承
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
庄
内
固
有
の
在

来
作
物
の
存
在
で
す
。

こ
れ
ら
の
ポ
イ
ン
ト
か
ら
言
え
る
の
は
、
表
層
的

で
即
効
性
の
あ
る
体
験
で
は
な
い
、
歴
史
や
風
土
に

よ
っ
て
育
ま
れ
た
深
い
文
化
体
験
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
こ
と
。
鶴
岡
市
は
、
そ
の
部
分
を
う
ま

く
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

江
戸
時
代
か
ら
続
く
庄
内
の　
　
　

豊
か
な
食
文
化
が
ベ
ー
ス

山
形
県
西
部
、
庄
内
平
野
の
南
部
に
あ
た
る
鶴
岡

市
は
、
江
戸
時
代
以
来
、
東
北
一
の
米
ど
こ
ろ
庄
内

藩
に
あ
っ
て
、
藩
主
の
酒
井
氏
が
鶴
ヶ
岡
城
を
置
い

た
庄
内
の
中
心
地
。
２
０
１
４
年
12
月
に
は
、
ユ
ネ

ス
コ
の「
創
造
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
ひ
と
つ
、

食
文
化（
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
）部
門
に
、
日
本
で
初

め
て
加
盟
が
承
認
さ
れ
た
食
の
都
で
も
あ
り
ま
す
。

鶴
岡
市
の
食
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
４
つ
あ
り
ま
す
。

羽黒山山頂に建つ斎館。予約すれば一般の
利用者でも精進料理を味わうことができる。

出羽三山に伝わる
精進料理など
ユネスコ食文化
創造都市に登録
修験道に励む山伏が目指す山だった
出羽三山。出羽三山神社では、山伏が
修行中の食事にルーツをもつ精進料
理を食べることができる。宿坊に泊
まれるとあって、欧米の観光客の利
用が増加。食のフィールドスタディの
中心のプログラムでもある。

イタリア食科学大学の研究生たちが
鶴岡市を訪れ、山伏体験プログラムを
体験し、食の精神文化を学んだ。

出羽三山神社斎館では、月山筍や山菜を
使った精進料理がある。塩漬けにするなど保
存食を使った料理で、海外のスローフードの
考え方とも親和性が高い。

出羽三山神社を参詣する修験者たち。
（写真提供：鶴岡食文化創造都市推進協議会）

山形県・鶴岡市
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地
域
で
取
り
組
む
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致

　
❶
特
産
物
を
活
か
す

訪日客を呼ぶヒント❷

イタリアやアメリカの食の学校と連携して、鶴岡市
の食文化を広く学び、それを自国へ持ち帰って広め
てもらおうというのが、食のフィールドスタディの
狙い。鶴岡市が、スペインのバスク地方や、フランス
のリヨンのような食の都市としてアピールができ
れば、おのずとインバウンドは増えるだろう。

海外の食の学校と提携し、
食のフィールドスタディに

る
食
の
教
育
機
関
と
連
携
し
、
食
関
連
の
産
業
を
活

性
化
し
た
う
え
で
地
域
お
こ
し
を
進
め
よ
う
と
い
う

も
の
で
す
。
現
在
は
、
イ
タ
リ
ア
北
部
ピ
エ
モ
ン
テ

州
の
町
、
ブ
ラ
に
あ
る
私
立
大
学「
イ
タ
リ
ア
食
科

学
大
学
」と
３
年
間
に
及
ぶ
相
互
連
携
を
結
び
、
食

を
学
ぼ
う
と
す
る
学
生
や
研
究
者
が
交
流
し
、
食
文

化
の
理
解
を
深
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
２
０
１
７
年
５
月
に
は
、
フ
ラ
ン
ス・
リ

ヨ
ン
に
支
校
を
持
つ
辻
調
理
師
専
門
学
校
と「
ガ
ス

ト
ロ
ノ
ミ
ー
包
括
連
携
協
定
」を
結
び
、
国
内
外
の

学
生
が
食
文
化
を
学
ぶ
た
め
の
フ
ィ
ー
ル
ド
の
実
現

に
向
け
て
、
動
き
出
し
て
い
ま
す
。

世
界
中
か
ら
多
く
の
外
国
人
が
鶴
岡
市
の
食
文
化

を
学
ぶ
た
め
に
来
日
し
、
市
内
に
中・
長
期
間
滞
在

し
な
が
ら
食
文
化
の
豊
か
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
。
こ

れ
ま
で
の
よ
う
に
国
内
の
観
光
都
市
と
競
争
し
国
内

上：イタリア食科学大学の研究者たち。出身地はイタリア、
ドイツ、アメリカ、タイ、フィリピンなど幅広い。
下：米どころ庄内には、日本酒の蔵も多い。海外向けのセ
ミナーでは、日本酒が人気のテーマ。海外で人気の日本
酒は、本場で、本物を飲みたいという希望も多い。

写真左にみえる大きな鳥居が出羽三山神社と下界を隔てる結界。
奥にみえるのは、出羽三山の一つ月山。こうした美しい景色も、訪
日外国人客が心を震わせるものだ。

国
内
外
の
交
流
に
よ
っ
て　
　
　
　

国
際
的
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ
デ
ィ
を
実
現

鶴
岡
市
は
、
２
０
１
１
年
に
鶴
岡
食
文
化
創
造
都

市
推
進
協
議
会
を
設
立
し
、
食
文
化
に
よ
る
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
誘
客
の
促
進
に
つ
な
げ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

鶴
岡
市
が
進
め
る
の
は
、
世
界
の
美
食
都
市
に
あ

インバウンド客は、出羽三山神社の国宝の
五重塔のほか、境内の入り口にある随神門
や石畳の長い参道、羽黒山山頂にある三神
合祭殿など、日本独自の文化に興味を示す。
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と
て
も
シ
ビ
ア
で
す
。
お
い
し
く
な
け
れ
ば
使
わ
な

い
、
と
断
言
し
ま
す
。
そ
う
し
た
厳
し
い
料
理
人
の

姿
勢
も
、
鶴
岡
市
の
食
文
化
を
底
上
げ
す
る
大
き
な

力
に
な
っ
た
こ
と
は
、
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

「
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
」は
、
従
来
の
駅
前
の
観
光

案
内
所
で
は
な
く
、
バ
ル
や
酒
バ
ー
、
懐
石
料
理
店
、

物
産
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、
鶴
岡
市
の
食
が
堪
能
で
き
ま

す
。
さ
ら
に
、
体
験
ス
ペ
ー
ス「
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｖ
Ｅ

Ｒ 

キ
ッ
チ
ン
」も
完
備
。
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を

完
備
し
た
キ
ッ
チ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
、
国
内
外
の
シ
ェ

フ
や
料
理
専
門
家
な
ど
を
招
聘
し
、
食
の
イ
ベ
ン
ト

や
講
義・発
表
を
行
う
こ
と
も
可
能
。食
の
ス
タ
デ
ィ

フ
ィ
ー
ル
ド
を
展
開
し
、
世
界
の
食
の
都
を
目
指
す

鶴
岡
市
に
と
っ
て「
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
」は
、
そ
の

受
け
皿
で
あ
る
と
同
時
に
、
発
信
拠
点
と
し
て
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
獲
得
の
基
地
に
な
る
で
し
ょ
う
。

外
の
客
を
取
り
合
う
の
で
は
な
く
、
世
界
と
競
争
す

る
こ
と
で
新
し
い
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
を
呼
び
込
む
。

そ
の
方
が
か
え
っ
て〝
鶴
岡
に
し
か
な
い
独
自
性
〟

を
発
揮
で
き
る
と
い
え
ま
す
。

鶴
岡
市
の
食
文
化
の
発
信
拠
点　
　

「
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
」

Ｊ
Ｒ
鶴
岡
駅
か
ら
歩
い
て
30
秒
、
観
光
案
内
所
を

併
設
す
る「
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
」
は
、
鶴
岡
市
の

次
の
未
来
を
担
う
食
の
複
合
施
設
と
し
て
注
目
を
集

め
て
い
ま
す
。
施
設
内
の
飲
食
店
舗
の
出
店・
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
を
務
め
る
の
は
、
鶴
岡
市
内
に
イ
タ
リ
ア

料
理
店「
ア
ル・ケ
ッ
チ
ァ
ー
ノ
」を
営
む
、
奥
田
政

行
さ
ん
。
奥
田
さ
ん
は
、
鶴
岡
市
内
の
生
産
者
を
く

ま
な
く
回
り
、
在
来
作
物
を
復
活
さ
せ
る
な
ど
、
鶴

岡
市
の
食
の
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
（
親
善
大
使
）的
存
在

で
す
。

奥
田
さ
ん
は
鶴
岡
の
生
産
者
を
も
の
す
ご
く
大
切

に
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
食
材
の
味
に
つ
い
て
は
、

「FOODEVER」では、奥田政行シェフが、イ
タリア食科学大学から来ている研究者にむ
けた塩の講義をしていた。FOODEVER
キッチンの大型スクリーンにスライドを写
しながら、塩の産地と魚の産地の関係を、論
理的に解説していた。

訪日客を呼ぶヒント❸

食の総合発信地
「FOODEVER」

熱心に講義を聞く、イタリア食科学大学の研究者たち。この日は、
塩の講義のほか、日本酒の講義をFOODEVERで受けていた。

左：鶴岡市のみならず、庄内地方の食材で料理を作るイタリア料理
店「アル・ケッチァーノ」。昼夜ともに予約が取りにくい人気店だ。
右：奥田政行さん。鶴岡市の「創造都市ネットワーク」への認定を全
力で後押し。ミラノ万博では、鶴岡市の食材の PR 役も務めた。




